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人間性心理学の背景と成り立ち

　心理学は、ヴントがライプチヒ大学に世界で最初の心理学実験室を設
立した19世紀後半に、自然科学の一領域として位置づいたといわれてい
ます。ヴントの心理学は、人の意識がさまざまな構成要素をもって成り
立っていると考えるため構成心理学と呼ばれます。この構成心理学に対
する批判から、心理学の研究対象を客観的に観察し得る行動に焦点化し
た行動主義的な心理学や、心を構成要素に区分せず全体性を重視したゲ
シュタルト心理学など、さまざまな心理学が展開していきました。意識
以上に無意識的過程を重視した精神分析もその一つといえます（無藤 , 
2004）。人間性心理学は主に北アメリカで1960年代に発展した心理学で
すが、提唱者であるマズローは、当時主流であった行動主義を第一勢
力、精神分析を第二勢力とし、それに対抗する第三勢力として人間性心
理学を位置づけました（サトウ , 2003）。人間性心理学は、人の心のあ
りようをその人の主観的体験のままに捉えようとする現象学的観点を重
視し、さらに実存（存在そのもの）が本質に先立つと考える実存主義の
哲学的観点をくんでいます。
　ゲシュタルト心理学者であり脳病理学者のゴールドシュタインは、人
間がいかに不安を克服していくかという点で、実現化に向かう衝動（自
己実現の衝動）を提唱し、それを支えるのが個性と意志決定であるとし
ました（ゴールドシュタイン , 1934）。マズローはその視点を重視し自
らの理論に取り入れました。それが「欲求階層説」であり、図１に示す
ように、人は生理的欲求といった基本的な欲求が満たされると、より高
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図 1　欲求階層説（マズロー ,  1954, 1962）
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次の欲求に至ることを提唱しています。マズローは精神分析の欲動論を
批判的にみて、欲求不満の回復に焦点を当てた欠乏動機とは異なる、自
己実現に向かう成長への欲求を成長動機として重視しました（マズロー , 
1962）。

人間性心理学の特徴

　人間性心理学に特徴的な観点は、以下の４つにまとめられます（袰岩 , 
1993）。第一に、人間には主体性があり、意志決定する能力があるとす
る「自己決定の意思の尊重」、第二に、人間は構成主義的に要素に分け
られるものではなく、有機的存在として自律的に統合されているという

「有機的個体としての全体性の尊重」、第三に人の実存的本質は自らを意
味づけ、価値づけようとする自己実現の傾向にあり、人の成長や適応は
その方向性に則っていると考える「実存的自己実現傾向の重視」、第四に、
人間の存在は人との関係性の中で捉えられ、意味づけられるもので、他
者と関係をもつことによって自己に気付くことができるという「関係の
中での人間存在の重視」という観点です。
　このような新しい心の捉え方を心理療法に取り入れ、それまで患者と
呼ばれていた者を「クライエント」とより中立的に名づけ、「クライエ
ント中心療法」を構築したのがロジャーズです。ロジャーズは全体的な
人格を、自己認知の総体としての「自己の構造」と個人に体験されるす
べてのものを表す「体験」から捉え、体験が否認され自己構造の中に組
み込まれない時（自己不一致）に、人は心理的不適応を生じると考えま
した。そしてカウンセリングの中で、クライエントが、より体験に開か
れたカウンセラーによる、無条件のポジティブな関心や共感的理解に
よって、自らの体験を尊重される中で自己一致していくこと、体験を十
分に認め受け入れることができるようになると、自己の構造が再体制化
され自己実現に向かうよう人格が変容していくと考えました（ロジャー
ズ , 1951）。

まとめ

◦精神分析、行動主義への批判から生まれた第三勢力として位置づけら
れる。
◦人の心を主観的体験のままに、現象学的に、そして実存的に捉えよう
とした。
◦人の心がもつ成長促進的な傾向を重視した。
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